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《参府mnEjⅢ ="zt誓貫》》淡
.''訓′とかや,7号すPみんなてl甘んとかし舌L/Jう.ryもルt;,う水んヒ7)､.Mこ1...

2月LOEj, L旧. JTtテル雨宮館

にて北透通難あ盈道東地区支部及

●毒研修会か行われ吉レた.例EL∂
並森地区に合同さttて頂く形て1し

たが､ Jヨしめて適森地区の皆コん

L=足を遭んT頂し)ての十勝71･の開

腹と射)ました｡

凱日日の卿参でL乱｢これひう

の地武備鍵｣ディス27､t,lJ,ヨンLITlと

ひう､ i.嶺し‡也威保線に璃わあ各

立場かうの兇生をお招きしての/マ

ネ)レテLiヌZJルヨンが行わ*L昼顔

九三には.帯広保線所長員木見-

/YネリストにJa､医療の豆

渇Z7､う北斗島尻晩長銀封一見里､

福祉の立場から希友軍諸説印し1さ

びし1福祉韓長野原武顔見生.市町

村の立燭77､う笥蜜ErJl僻密接温漆長

鳥本Lワ古先生､私各会の立璃ひ

ら射C海逢妻鮭鼻息伊藤孝肇局長を

お迎えレ､そiLそLiLの立場ひらの

貴重'd-ご亀見えいただき舌Lrl｡

～1-

この内容について1才､何度飢こ

分LT磯軌紙でご紹介こtLて頂き召

すe今軌3鼻魂親類邑略鼓し昔ge

第2E]E] J古.プ巳あ遺書綻病洩伊藤

重秀局長にJリさす『髄射寮の

見直し最終鞭葛と乎残8年度簸島

村量子単葉おJZj■産廃保険･介護

保険のノ盾執こフいて』の講演zf:行

カっれ3レTto

( Tcくつんの内容でありと.如L/壷

奇才t)のぼかL)71す｡薯料かうの

抜粋や魂瀕の中の一部きみ知うtl

L'ます)

≪艶転封環の堤直し最終報告で≫

難船寮の-戒ヒして新たL=福

祉髄策が盛り込まれ朋7卑=弓
から､乾義絶動こ対してb,i-ム

ヘル/ヾ-､ショートステ4､日蘇生為

暇の箇月が行われることに9リ召

した｡これ舌で難病亀る毎JJの為

祉殖財∂ヒ(に短置付けられてあ

らす1､身体摩雷名争俵を荷フ艶轟

艶巷やi5巌1人Lの軽易の一部T:-=り

でLT:｡｡このたM).費監森泉者に対

す9滴祉り-- Clスの葛荻l才絡泉団

体の親し-要求と甘ってL)音レtt.



この4鼻翼で建策巨費LTるこt.が

できる対象者臥｢/欄が/払曹打

沈鰻にある特産疾罷､ )itt･リウマ

チ轟着て寛人福祉法,身体韓尊名

確触法革d)殖策の対象とla rdtら甘

い名で.かフ虎をIEl藤巻L,てHる

免者｣と'これています｡しかし今

回の娼置Ea.市町村が安施主体てl

ある7-1Lれ財政ZJのある市町村ヒ
rd: i l市町村の闇に殖環の強暴び生

まれる可斉tu性､舌rc払転の為祉TJ
-ビスに対応できる人的.行ヱ打bり

葦何があるひどうか､あ召l)にも

整備針鼠の規娘がJJJ H T=あ多く

の愚老･象残の二-Z'に応えられ

るZ)uJtr木をL∂多くありきす｡

特定頻邑対策の基本的方向とし

て1才概念ー前渡和牛が毎｢てきヨ

守.今うでと盈｢てくるのLa①稀

少遇(教のF)L虜気を外すという

ことだと思わdL;Jす), ②原囲ネ

明(今ヨTtJ明､芥明乙とわTd,Ll

轟負b/合ヨ九てH∃した7Ft､ 5)え

て蕨E)牙明を打ち出しT=ニヒ13.

いくつひ蜜理しようとしていると

取われ召す). ⑦効果的訂治療方

法諌確立(今までL;挿良木的Td,治療

うまか､泉確立としてい召したび-､

根本的L:La冶うrd'くてb､あう程

夜冶療法か'ilTみられていう森泉L才

Laq'レていくというこヒ7:-=ヒ思し1

召す). ㊧望遠面への長期L=わた

る支隊長期泉着を/嘘とする(

フ召り泉寵に通H''tJzTILうていb仕尊

びできあとひ.家彪生孟ひ､できる

というのLJ外すt_いうふうLニ秀え

ていいと短いラす)｡

すぐに大き訂射し′J机)にL,て

b､この一句zNTて異体軌こ鼻膚I

L/Dt1-1れてLl<可能追zhL･あるとL)

うことです｡

粗泉対策にフLlてLa､ ①諦垂研

究の施私②医療韓童の密嵐⑤

医療の自己釦里の鍔滴､ @地武魚

層医療の緩速ノ､とし)うものに新た

にr 00 L (7オ,lj=477Lrjイフ竺蓬の@)

の(6]工を鋸旨Lrc.福祉施策の泥亀

ヒし)うの邑DLjえて保線､医療､ノ藩

祉Jl総合的馴生温LLて

こ紳ヨ､私r=ちびJP ∴‡､こ●
て国倉蕗纏え各年すっと去って釆

Tt尋封蔚えて､ニラいっTt総合69

甘討毅の促進というL3tうに去って

い舌すzFl. Ttだこれで十分0､オ寸

分zl､という議論､てdlそl血の絶者

ユん､把武の突能に合うZ7､とうzl､

これからの諌潜と艶われ音す｡

号の他､ 41月1人降を全寮魂とrdq

～2-



う付き舜鳥篭の解動ことt, TdLLう家

蔵への負盟.医療法の中7'診療報

酬の改定L=Jリ轟晩に長く慮れ甘

居るだけ､学の泉虎の収入Z,(少な

くrdtる仕鬼みと計ったこヒTd化'.

長期入鹿か無理とTdtリ.長執TS,性

化し重度lEL/てし) (森高(正数しく
rd1,7く缶ということでれ

粗轟対策b今きてlの保慮西中/じ

●ヒL,r=都過行弾の対策から市町村

(=軸を稗し7日くことにrd､ると､

市町村かヤ武邑をJlられるひどう

かヒいうことや　来年4月Z7､らJg

傾膚所か.絶衷合(=Td-リ､丁廟管内

LaT=,3:､んlつになること､こLTLう

を合ttて考えろヒL7-7こう大き''cT

改革ヒ富り召すe

《介表保険について≫

日月1こ札悦で間藤これTCTP Cノ

●_ - I-二㌦7=-=.:- _千

う声をエlJ■舌レTCo学のころ･才膏

T己､私通pl主破13マスコミTdhと.に

もTdlZ)＼Tdlひ婚解してもらえTdlz7､,

たのですが､最itJこTJh･,てやっと

分7)､｢てし-ろ11ろ香し17くれるよ

うにTcTrT=というニヒー　どこに問

題011あるZ7､というこヒzFl暫婚これ

てきたとし)うこt.だと臥1号す.

～3-

セラいう最良で私産群島i/7.=原村

だヒLlフたこヒzT'PE,q盈Hで(∂rdtZ7､

17たとし)うこヒTErlす.

社会保癖にあ.17そ個や推考白三昌

体の項ii.左入健に蟹誠一L-T亡ること.

簸るL7億い/欄備時事;kllこkLl.え

ら血T'dlE)bのぞ■あること｡

無保鮎を生みBlす可絡握の3)

ること｡占5歳東端clサ諸を/ut尊と

すう摩書名や鵜島最名､ ′屠′控轟#Ll･

免卦J珂塵とL,Tdl l二と_

高l傾藤村と史lごi,Iノ郵相の費蓮

かあることrlc,-と､そLLIZ恒架線とし

て成り立フかと､うかと()うこと7'

タ｡これから十4)rQr鎖韻をL/bフ

ヒ分請じステムに7(1 7/qえcFう

ヒいうことZ号｡

(このIn象についてレ甘<末で

まと萌されヨせんで､した｡こLJlか＼

らb裏年聞耳て約･)エJTらdLて<る

と軌)芽す､皆でんも三主)BL7日

き∃L/Jう)

2日闇にわた,ての才-?鼻剰努の

J噛la以LのJう百bのでレr:｡

号小宅血の支部に児え,てZ)､らの

請勤の錦題もたくでんあわ､垂H

重し1あみやヴ71す｡国bあの手.

この子で､ Tdlひ'dlzr秦):,3コヒマ

くれ凱磯です｡　(め)



(盟LP,Lao'製品袈認詑栗願力ソ

匡逮≡盟悪戯碑)右傾嘘所長_顔本嵐一私虹』

ます地r勅勘普法t･いうo)は

地域脚政て釦も摩I鯉的し市

町村し0)促軌介抱忘t:う育ちかと

し車し77tら醒ま,て抑ます

今まで段々市町村が刀乞つ(1
7苦れTt署r=布けて帽健tT-ビス

ニ=:: It=;--;:二三-_I::I;?一三
でq(1t;､ito)中7:お旦川て寸介

して伎'9/)も罪r巧γ珊て多少
'1嫡-JJo)色別丁もノ苗†riヒL lうとこ

ら行ちうLL亀L l寺で｡

側線軒o) ,I士争ヒL7,指示如ヨ

専門的f新王辛牧山巧魯動
ヒ帰国敏rc,77､洞見ヒか綿免

ヒか情報噂控k,n ､0)は争rtt

ミ幸三亨II:;:,__
競'盟謂定義就
巧Z,a

-洞瓦研免L,7施し7/R観

覇管仇. itれも地域匝承爾紬
金o)新府観て礎ネ托.地
中7:卑ん塙こ払う知)ていくo

鵠a霜宗溜即醜
iLうL Ljtoがこ0)法律cD中7;r3

期待班/=折ろうし臥l昔
勃て対しユ市町村はJL)

近畑熱連中ビス雁軌てしては
-熟臥所で477ら近しT/4卸

詣袈警禁忌哲譜†
市町村7;JTて/もらいriい｡
ユわし､うjt617;乾理これR〟

｢霊鴇誓.て甘勧鰭

のiS'行が祐一7°(て行き音すよう

樟亀城医療繭勘合など7:

十分LT話レ倉,ていま行L I L L吻

巨g) a)_予算摺鼠t/各市町租て
し7･帽いrTヒこちてこ1-1再で｡

-･1 -



⊥日用しっ7:し7, ｡

t'う一つは特定確患粛軍7:

S
モチ'/L的巨やてL Lも右話も

止げきし7㌦
-吃れはこれn-らo) rTア7 0ラン0)

設誤読喜鼠
f=L:i::三二二=;_::_:--手=::-二=-読

も革近ノ｢射可7;t/iT由紀ちん

と作もし例えば老/U覇建施

殻としっ兼J投が5)/)まずo

これt'光輝嵐ヱ､モ斉し的LT

二∴三一三千手二二
JhL lうとこ恒/7-P7071沌作れ

ば診癖髄巾(､-一部抑筆頭

f琵琶=- ::三三

三f:I-I :室-:I
ン引乍抽作ら,和佃て3.lt

蒸節静
･-5-

Jtうし､う風味71-は園もFT=j770

うンヒし､う者え方も随分で句ね

〒ニー三二三二
0)曙代種, 70号邦利巧で可椎

∴三表lI-LL:/:: --義

華中/の蔀軒っ鮎,7t/
77ンf7:･妙単打き,てくらo

_--i: _:-I-;二∴
間態n摘ITlう
3:jTd-す寸血型し

いうL'o)7:房く長期的rd-目的乙

拷,1.排経IT-ス0)方撲禰L/

憲三三きま
三三-_:-- -:二:;-:-; -iI

三三三三
I?廿7:li把1工動て.個々cD隼スLi

やれるこLL77 1根来舌せん升う.

叱れ以射て他動てf/アランが
･甲聾仔｡

今でかよい隼七スt bLうや,

rtTき既も抑棚､ヒル



今まで0)ようLてl夏恒温かう

三三三三重≡:/::'::
饗揮L;n､｣そ脆博幸馳n/

遁野軌て上げてしl乙塞れに

7:-:-=禦:PfjJ;:I_響: /-: ==:il :-

ばtJら,JL l｡

時間超過のT=iの手7 a

鮮痢′)i LT-( ｡

～6-



粛疲あさま～/地域部会情報

ま塵財政法欄錦痩
●　　(i髄適肝炎友の愈)

碑給田秘跡昏親
理事長各軸忽昭医師

協力棚　帝棚Fr ･帝位や

アロカ(棟)

主　旨　肝破顔の甘.過去lこ貯蔽

病にかか,T=ニヒのある

与､ HβSガ'lt漁場性o)青､

C型肝炎tl言われT::方.

血鶴に肝森もo'PPLl方

考のイや脚掛:芥費C)8)ら

青も対食L-_します｡

頼和好平成､8阜4-FH4日(日)

8:ろ0-14.loo

棉絹雌金　ら′000円

朝食人負　　ろ00人

襲櫛帝声滞褐祉絡倉センター
(抑'iL画帝町ろ相9 )

～7-

倫網を･超昔紳LIFる根査
(エコー)

･血液検査

･専門憧(:よる医療栢鼻炎

･肝炎7Rの金柑鹸コーナー

申込潮間　平蘇ら鼻う用25日(剛から

乎蘇ら阜ろ月29日(金)手で

申込先　潜み帝市民軸僻礎殊

OL55-22-2325

榔各
イ慮あ軌二よる解

7 i;(一Al二つチ桝阜碑軌う命隆顔)

AIaあ､肝内蔵綻催病如地膚線

肝円碓魂･肝嚢賭･肝糊旦優路

線･肝内,%右-#)脂触肝｣狩

′碑を.肝炎､牌確､碑痩癒､七
のイ也

ロ)血液綿をし兼軒学帽)

AF粕oT, qPTγ-qTP′ ChE′ LDH′

ZTTITTT,ALPI H83-Ab. H鮎-Ab,

作ら-A多, Hβe･-Ab,Hc㈱斜面

'､)尾瀬日銀

医師と7>/スタン柏柑絢て凄さ

音波書印すの原綿音もt.L=蓮如

顕官行う｡



--)夜の愈っ一十一

癖息につt､ての哨鵬各線ニr-:

Lg)⊥L ､･r青雛東棟と友C)食への

入鹿も御bDみ｡

九)77ターケア-

超音波による異常cl肩掛二つLL

てしま当日締界が出ます｡

鵬の締界1ニついてL事-チ

円ノ位がかIJさす｡

本人には.異席の動軌:かかわ
･JTiく鼻緒で.通知します｡

県串C)5)ろ方I:71IてL‡､頼容

絡果o'ヂ1- 9をLっ-L近くの,続t

食病晩で相即貧査官費LTていT:

T-/さます｡

～8-

1-キソ/頭の愈　十賭っも叫

新搾朗瑞しく終る

山　柁斡

十勝7.､ロ､Y 7 0)新井賛誘致が･

去る之貝4･日It碑よ′ト27魚の参

加電路てイエス々ヂィL:て行riわ

か･よしTこ｡

如C)lここ棒各会長粛鯛や物/)

まして､互の中でマイイス舞終

7.ラス発矧ニt77･)替れるい､ウ

蕗ヵぐe),I ､ Ylても薄味疎く秀丸さ

せら1へをLrこ｡

>勘こ層原瀬網C)発声Lこよ,)彪杯

し.賓愈L=ト,)きしTこ｡

itのオ簸､孝瀬励よ′J c)お知らせ

I:続き.総級/00万円水内の家季

長So?バ婁r:a,傾倒o)ビングゲ｣

八､カラオケyl山相副食長o)司食

で恭しし､食折紙きよしrこ｡

抑5の御縁で碕錦iラo冷延き●

LtL,恒(I tまT二郎い足･JTiい方

もLLらしf-_碑で･1｡

針草食､綿乳類.肉　夢綿が
[こっ右IJの鍋料理､縛,J嫁ぎチキ

ン.す一ドゲル､ヲーゲIレトデザ
ート､農相貨､-LR山岡杏され･ピー

-ル:ltl,/ス卑手飲叶放線で･

呆味しく頂さまLrこ｡

伽わ0分､細部副食泉の研食の

才綱ltl勿れ全音終コ歓しきL rこ.
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第回十勝に鼻為食のT..亀急募有終あ余l射oLて
- -　　　　　　　　　　　-　　　一一　　　一一ヽ ■-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　■-　■■-

私L手相や物d)てC)勧化lsI)

ます｡ Y:a)よりTi虜2/Jなのか

yl行く前まで′じ配TtLTてが｡

今回o)柳は･勅t伺Ll1槻
小哨熱頭C),8為が､私宅食97て

昏歪濃等詣監ti孟Ll.rL'･

与があっC. i,蘭lJl夢で海さか｢こC'

ですが､七か叱､Lれ海朗色みてLl

ろ痛感%鯵して.′僅かlL･も良くで

さるようLこ場さんp消えてくかて.
一人で秀んてi,秀丸つWd=い李や

同じ禅r摘者o'細の/i:方なt:■ヵヾ

蕗し食わかきしTこC)で大変触軌て
TiIIきしrこ｡

又.病疫C)祐t,覗かせてi,らレl

tLTこ.蘇.才.火大帝碗yl/タトC'

蒋晩こかわ､. Tニ車がriいので､他

の病癖血路L書棚く鯛かせても

らいきしTこ｡

倹与の楓こけ.JrL一山rit:して

暮しをせ1頂レ､ ,5)っY,い引軌=

軸巾il過ぎ､1潔しい日新軌こ蘇,I

れTこ｡胸算も､二の碑,i俄灸L-.

Ll.是対物ロして行さTこし化,Qctい

きLr二｡

金塊1才2.噌C)慶の節度ttl ､傾級

を利用しTsLlれilr+-らTiレ､竹Tご,

T二の1tl ､職域バ葛争TiかL=Y, , ･1

辛かっT=です｡如1膝を切げIf=

水鞄で長l卑鯛過Iu･tt,i-1ので.畳

4'勿/I/孝かっ1こです｡

頗友L手･軸商連のjFも大安ltL者

単作事Y･,putLLさすや(I.七の5)f二IJ

%秀施して頂Hて､金塊を費んで

厳しいTJ=Y,終いきしrこ｡

柳L:Lf ､4･/､の傭健婦fん

の卵のかたがrlが第1いて.私[こ

うの執-･耳毛傾けてもらし- ､′和え

のイ碑の7(額な毛欲を殖L)･れTこ｡

イ細婦JんLこ苑､ら小てからの御
-;5増せ′じよ,/お財,]申し上LTtLま1｡

5)わ･m新車のジ槍棒も相和

していきす｡

一一一一/ -一骨G.^や　っ晩本増招-

～9-



儀8回十勝に鼻為食C'riい愚弟

募旅菓鹸tこ勧ロして3/て一書で

す｡当日､金塊の〟かわ衆.′lこ

っいrニのは鮎頑瑚J:'lろ04[仕草

か.Tこ｡勢裏の御く一藩早く為

いてしまいきしrこ｡ 2絹の薙

金の金塊さでしま､卓瑠/I Lこしがみ

ついてやっYl上17ヾ()をLrこ｡こ

こでわ頼いバーつ､ノ今登からLt車

椅子でも辛風でオ争TるY.ころtこし

てくT-Iごいれ.

政令示媚を/l和久g)い3)しりこ賛

･乱しきしrこ｡ノ今臥JみY.向L,t､病

気(御軌J-月占接惟疲)の人が4人

L偉さ,I　いろいろTi路の中から

4人中ろ人が乗組は窃山県で卵

二乙バわかり､打互いLこetyワII

です｡

虎外から鹸C)碕磨けLす17tt ､ビ

小/ク,JJfJ,rこよJIも呆疎しか,r‥

し､ rJんylチLゲート手イーっいてさ

T-_のt:は森歓です｡イ恥私Lい

っ館らす食べ1しきい.貴もt:､ゾ

7リしてをし巨.

お香､からのすい-ムt/rこのしかっ

r二です｡ Lかすが′Vyiい負バーした)

何nt恒､''-7･･′ ′. i,いり碑の三

崎碑やtl過ぎ､てしきいきLTこ｡
･疋軌L iH y.もっYl長い崎間

宮Y,つ･Lくかrこら. . . ‥ .Y,

ItQJ･いTiバ､拍わ叱77ペ,,も置きま

す｡

i-一･一帝榊　上イ物産T

J IFl 6日1=耗嵐も為fんの月塊

条練lこ勧ロさttていrこ｢ござきし

rこ.今事でユo)よう,接線如く

57る-Jt LFかっ1いr=C)ですf(I ･

分国勧oして本軌こすLJいちLL､

T-I,よY,舞柊1ろユ"ttでさS L,

6滴食がt果rこ1H賭,Jt lPPく3)ろ

Y,粒っT二の･ttlすが･介厨勧DLl

蹄こ預く希じ.rこC,f( ､鰯fんバ

象から叶へ出ろ齢.出かろ妨バ

8)ろylいウニt･JLttす｡私t,打誕

L L1下さ,Tこ患為さjvの?:9くPt1.

搬lこよろ傍易の1'こd) ､Chこ出ろ

ユtlが3)をLl 111さrd.-が.rニ'Jして

いきしT二｡

地域王朝ろユY,がでさる鳩が5*

ち)､･り発埠での′も為金の蕗在Ll

タダくのIも如ん虜に℃って尊卑,i

ものでte)ろyl/tPc.いきLTこ｡ヰし

1 ､私も碑束.イ帝嬉碑Y,してこの

ようすき塙〆t増え1いくSう､わ綾

でさを占小二rJ/JTこいです｡

/今6) ､ ′も鬼食l=参仰させ1もら

い天愛勉強l=rJ･-/) iL rこ｡

-帝r^簡易碑硬斬†花稗多子.

～1 0-



私は､/今肋07て二のような変

課金に勧oL-tいく偽各号もつl

y,バ出水をLTこ｡

碑定兎もC),S｡易5んLl ､老d)蘇

人も､光d)八を覚えろ寿城も.大

喪年くり鴎睦朗色えこんでLlるユ

Y.1'<->尺山5)みtl兜､いきす.　七の

生為C)甲での葛身や芥貴､ 'し､配せ

/他人yl共崩し､歌碑ちの撃姥をL

vこ'/凍土し毛を腐植蕎欲官向
上5せるのが､.,も為棄う各会の太さ
liオ薙,h･13),h二℃を鼻を碑, 1希

じtろニYlがミー出来よしrこ｡

こかからもニC)ようナふ食LJ.敬

や(増えていtTげ鳥為にY, , 1t,tl

L車､ううY,/EPvtlいますし･私自身も

/軸葵t,勧DL勉強してL Lさr=し化

guいきす｡

一帝FL^高島イ和彦婦秤谷裕子-

●
僑/＼回舎弟交東金Lニ御ofせ-i

頂きの,Jl,tit,うご丁､い3=LTこ｡

十朋綾部紹鼻の零L=Lt ､天象打

ぜ緒にTi,)よしrこ｡

同病為C'融和こお食いでさ1本

卦こ衆か, rlとItPJいます｡

/今切簸乗.宜しく抑稚い致します｡

-,一､ -｣　　　十葬　盛-.i

確礎婦L:なる1'二めの象庭師碑東

電で､碑亜麻もC),も為官費LT碑r:

せてtLT-_r･Jさ､七07や1L-,VLでも

.も為Jんや象族01人f_ちの如的

や′も為交流食の策鹿な嘩0,I TこL I

Y,,EPJい､今回ニC)食l=命CDさせ1

いTニrござよしr二｡

患烏麦-;,iL金でLま.伺L'l病気で雀

弟や湖〟朗寺, T'ニ当事為伺,fJlで5)

る171ら二光分かり合い.励まJれ

Tこ,).栄藤でさるグルー7'ダイナ

ミックスが3),ト,Fc為伺fclc)灸乳

o)濾.イ平間っ､､く′)の鳩C)犬で77さも

泉柊でさ手Lr二｡

イ和ぎ婦l事､鳥為愈C'秀和的t:I

轟く如′). ISel為や奉碩L:,情報朝是

碩LT二,).園,Tこ吋二乗嬢でさる

よう巾でんば, 1い3rニtIY,,eJ･,T二｡

L'帝7T.摘易帰趨噺′亀本部乙-

/

～1 1-



＼手Jo)て解食Lニ動押しれT:

が､殖LI 5号瑚C)ゆ1t号音Tjイ棉ptT

でさまLrこ｡

難病0,患為Jん拍余々1二舟もわく､

進行してさて､自分o)鼻の回′)の

二Y,f'(tでさにくく1'i,てくるY,.

角鯉yl射ここも/)がちな貨殖yIな

ってしまいます｡募J--Y,LLtニU)

1しきう如金の/甥且L二もItちいろ

Y,碑顔ヵtIa)的1いしリボ､ i ieo)

人r-_ちのT,S動の幅もいがL-_弄.LTt- I

交流をL抑＼ lJ舶桶蕎欲C)維持､向

上L:つTfLIL､ていくが｡ itc)Tこ5)

に触病蓮の霧勧毛細統し.勿貴さ
C? L=華鷹1Llされr'じ.愁･Ltますし､

難病連o)aiならすL､やLtI)いろし･

7'ri八T--ち折協力し5)九ろ知会せ

つく,ていカ､TitTれよならTiHC)

Tごt/隻:LLよす｡

JT一帯声高新緑噺o)甘IT⊥

/994阜/ /軌こ行なわれた

味8回巾軌こ,亀素食o)ないあ

為･本棟殆東食`ニ勧DしてC)

鯛11●す｡

穐鞘か発行C'郭愈こJ Lj.

1草間厚鏑を鋸こrニP)-tしま

いiLf-_ここ官寒く打わび申

し上しTいます.　(阜補局)

/jV/1/,眉毛XtDLJ間近です%m4%

すべての人が大切にされる社会をと願っています

雛･触C,ENl粗描楓‡乏旦基亘りt
碑rlわ相.I

嚇車のプ執刀も凋い致します｡

l丈儲常吉舘FmB等若さ計たう

～12へ



3､九あい帯広d /Itg# ミ笥信Ⅴ欄f取離諺l滞

*福祉制度を利眺ま』よう*
硝く軒除静

いろいろな制度*

⑳身鉢障害者手帳によ5鎗付

.o豪農肇匙Ttiyt. '苔票紫電捉途禦讐批)

◎名人制度によ5鎗付

職皇嘉製孟遺竃紛議盤･,

獅海曹:相も掃粁≠iぷY御鞄V ih'tD･聯jiIBivt}
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jyT(軒Wl.,(I.務Ni汚ぎ頂戴脚脚.uTf粁i Y

I..･.'･ご相削ださい*

*機器が地熱こな,たとき､より趣亀倉生鬼を迷うr=めの､

適tD,a-用品を､ =･給仕すると共に.鼻胴でそる制度で.

できるだけ白骨負担を軽減できるよう･お手伝いコttて

いrLだききす｡

ヰ　ツヨールームまでおこレにか机冒し1時.J､あ直話下T3･い｡

すぐあうひがいいrLレ召す.

iヒ海朝型掠漣

r,3､机勿い畝.て.d)

相磯泡動､磯朝晩

局.重曹'dt油重りの一

つです｡会葬の観

かうむ､ I-ih軒あ

患者自身による息者さんのための福祉牡啓　介耳用品ショップ

舶北海道難病連　福祉機器手業帯広営業所

ふれあい帯広　帯広市西5粂南13丁目

13　0155 (23) 6602

営業時間　月一金10:00-17:00

知り合のカQへ.とんとんあ知うと頂き,あ覆立て下こい
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砂､〃イつIL/叶｣用品o)二審布Ltr=f･:lされT=

商rEl　　楓　関谷素顔･チ

採乳キ刺錦　吉森　泉早世

●服部足長梯　斉藤

@ゴ執寸をいT･_T-:さi L Tこ

帰路イ乍光碑　かトハウススズ写碑　鷲尾叶や子株

I

本軌ニ5)/)がY,ラ-JJt､いれた

-　あ　と　が　き=岩

3月ヒ射1え.舌T:寒い十席ですが.宅横お灸りあり音巳んZ)i
-卑問あ休みでとて了員き､舌だ浦慮太郎の気分計の-(:す訊2ノ引0

*日蒜L/4ri蒜蒜TR.･言二品芸㌫二言;i;iduTdlV; ∴蒜蒜､

巨細して行くうえでの讃題がたく1,Lんでてきます｡ r:とえ甘.且象

;孟票芸告等品遥誓濫造と<%t71ub,誓言:㌔票･誌ご孟
I 17甘がら藤巻でううニヒzht-雀ですが､ ISr3して､それ乙支える､

いえL)d屯在宅イ僧システム.言できているか,dhとやと､なにか抑L,
'いya.･地戒め拙犬にla合わすいy,q･ヒ気が付()ていも升が.

;純血L'漫勧L/Td叩仰ぎ研rdlは(､うこと｡白倉鼻の町を

I bっと住み臥所にするT=抑こ.各部会の中でb書名し倉t＼乞

lr痔-てみて別けが7lLJう.地域の助犬綿tt下さ日｡ (あJ
l　-　_　_　_　_　_　　　　_

～1 5～
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帯広印西5集南13丁目19-2

TEL (0155) 23-6602

FAX (0155) 23-7071

)オーフン弼Ⅶ

oAH10:00- PM5.loo

≪　月～金　≫
･き.土.日.考えE3 11み珠71

･主

+相玲ベット　　●Ttbベット

●斥すれ柄止d　+Jl拍子

r歩行Fl Qリハビリ用句

oつえ古■　　●ポータブルトイレ

●入浴用品　　●扶tr書8用品
fモの他古1

1171tldEのfTJIFI I,可IItで十.

● E)T1 817)■　　● JlllA

4JI生EF名■PI手

こ切れのことや.川ht籾Jtの

こfElJA I,お持ちして▲T.

■JL不A tI IJLJL+　と暮JIの●

*Eq h～力4暮の●耗油iL1■

*ElHIJt■JLの**>Z)*■

*1心■■の千A暮qpt*北311t■

*dl=舟▼■dLyL(t) tqI I ●1t;暮41Jl

*dパー●ンソンrla.の*牝斗il*L

JJitNtJAdの千Atq I ●土井■Jr■

El事　*　ス　r t　-I *札tL I r

El事TAr人t+　tJLの●) AJI1lI

El+リ　ウ7ナ*の●北itiL I r

ltitiI耕ItI大LIA.タEl-ン■士の■

北　斗　4　n Jt　よ　の　●

B　リ　ス　ト　E)フ　ィ　ー　■　●

北斗iX t t tl a■化丘1の●

允34へJtブイIJT tJL*r日暮の●

北斗■.･4-ナJL 1 r AJEの●

+■'LJtJt亡か～手A ●qp I ●北ilZLrr

LfI+■qI411とJEJIの*tX41E)ツタ

HSK　なんれんとかち　NO.19

i臥/柑法人北海道難病連十勝支部江口美生男　刑48年1月13日に柳鮒那

苗広摘5条南13T引9-2 Fふれ掛等広』　　　1996年3月10消行HSK通巻288号(毎月1B10日新)

80155-23-6602　FAX 2317071　　新人　　北舶身鯛害者団舵耶行舶会　aJrI久美子

月-金削o埼-17時､土･日･祝郎納　　　　　　　　　札脈中央区舶細19TB55
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